
まえがき

　マツカワは冷水性のカレイ類で，天然の資源量は極め
て低い水準にあることから，北海道では人工種苗放流に
よる資源増大を図っている。人工種苗の放流効果やその
波及範囲を解明する目的で，日高支庁管内から放流した
種苗の移動や放流全長による生残の違いを調べた結果に
ついては，本誌第７３号１）で報告した。本報告では，その
一環として放流全長と移動，および放流全長と再捕年齢
との関係について検討した。

材料および方法

　供試魚は，北海道立栽培漁業総合センター＊３および
（社）日本栽培漁業協会厚岸事業場＊４で生産された０歳の
人工種苗で，放流前に全個体の全長（１mm単位）を測

定し，個体識別をするためにスパゲティ型標識を装着し
た。放流は２回行い，１９９８年１２月１５日には日高支庁管内
の東部に位置する様似町沿岸から全長１３８±１９mm（平均
±標準偏差）の人工種苗１９，９７４尾を放流し，また１９９９年
１２月１６日には同管内の西部に位置する静内町＊５沿岸から
全長１３８±１４mmの人工種苗１９，９４４尾を放流した（図１）。
再捕海域は既報１）の海域別・年齢別再捕尾数の結果を考
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図１ マツカワ人工種苗の放流地点
表１ 再捕魚の海域別・年齢別の平均放流全長



慮して，放流海域である「日高太平洋」，日高太平洋を除
く「その他北海道」および本州の「青森～茨城県」の３
区分とした。なお，標識の詳細や再捕情報の収集方法等
については既報１）に記載した。

結果および考察

　再捕魚の平均放流全長を再捕海域別・年齢別に表１に
示した。同一再捕年齢内で放流海域である日高太平洋で
再捕された個体の平均放流全長より大きかったのは，
1998年群の１歳ではその他北海道と青森～茨城県，２歳
ではその他北海道，３歳ではその他北海道と青森～茨城
県で再捕された個体であり，逆に小さかったのは２歳の
青森～茨城県で再捕された個体のみであった。また，
1999年群において日高太平洋で再捕された個体の平均放
流全長より大きかったのは，０歳ではその他北海道，２
歳と３歳ではその他北海道と青森～茨城県，５歳ではそ
の他北海道で再捕された個体であり，逆に小さかった海
域はなく１歳の日高太平洋とその他北海道で再捕された
個体の平均放流全長は同じであった。このように放流海
域よりも放流海域外で再捕された個体の平均放流全長の
方が大きい傾向が見られたことから，同一群の中では放
流全長の大きな個体の方が移動性は強い可能性がある。
　供試魚と０～５歳再捕魚における放流全長の組成と平
均値を図２に示した。１９９８年群および１９９９年群ともに０
歳から５歳へと再捕年齢が高くなるに従い，組成は放流
全長の大きな方から小さい方へと移行し，平均放流全長
は小さくなる傾向が見られた。このことは，若齢で再捕
されたものほど放流全長の大きな個体が多く含まれ，高
齢で再捕されたものほど放流全長の小さな個体が多く含
まれていることを示す。
　再捕魚の平均再捕全長を年齢別に表２に示した。再捕
報告には再捕全長が記録されていないものや範囲で示さ
れるなど不明確なものが１９９８年群では２５％，１９９９年群で
は３７％もあり，１９９８年群では０歳，１９９９年群では０歳と
４歳の再捕全長の記録はなかった。このため，放流全長
と再捕全長の関係については検討できなかった。
　既報１）では，同一群の中では放流全長の大きな個体の
方が生残は良いことを示した。本報告では，同一群の中

では放流全長の大きな個体の方が移動性は強い可能性が
あること，若齢で再捕されたものほど放流全長の大きな
個体が多く含まれているという種苗放流にかかわる基礎
的な知見が得られた。ただし，０，４，５歳の再捕尾数は各
群１０尾未満と少なかったため，今後データの蓄積が必要
である。
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表２ 再捕魚の年齢別の平均再捕全長

図２ 供試魚と再捕魚の放流全長組成
 注）図中のNは個体数，Mは平均放流全長を示す


